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抄録 コンクリート、金属などの除染を行う全自動レーザー除染装置は、レーザー照射方向に垂直平面で

１０ｃｍ四角でレーザー照射方向に２０ｃｍの計測範囲を持つことができる。この計測調整範囲を１ｍか

ら２０ｍ以上に拡張する方法と具体化するシステムを設計し、検討する。これにより、実用的な大きさで

具体的な機能や対象物に大きな制限があったレーザー除染機の機能の拡張を試みる。 
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1. 緒言 

全自動レーザー除染装置［1,2］の機能適用範囲の拡張を行うために、比較的粗い計測制御の移動手段の

アームやクローラーなどのビークルの要素をレーザー除染機の計測制御精度で統合し、制御する設計と検

討を行う。 

2. 全自動レーザー除染装置の機能適用範囲の拡張 

2-1. 狭隘部小口径配管への拡張 

図の中心部に現在の全自動レーザー除染機の概要を

示す。これは微小な位置計測は 0.1μｍ精度で、0.25ｍ

±0.1ｍまでの領域は十分対応できる。図下の矢印の説

明のように、直接配光できない狭隘部や小口径配管は

2 次元ガルバノではなく、別の小口径 2 次元配光で対

応するものとする。 

2-2. 伝送計測距離の延張 

図の右側の矢印 2 本の先にビークルやレーザー・動力伝送手段の説明を示す。ここではファイバー、空

間伝送、多関節ミラーで、赤外除染レーザー光伝送と多関節ミラーで可視計測レーザー光伝送を検討する。

ファイバーと空間伝送で高出力赤外レーザー光を 200ｍ以上、多関節ミラーと空間伝送で可視計測レーザー

光を 100ｍ以上伝送できる。具体的な精度は、計測手段で変わるが 30μｍ程度でレーザーの焦点深度より

小さくできる。 

3. 結論 

現在の全自動レーザー除染機の最大１０ｃｍ程度の計測調整範囲を数十ｍ以上に延長する機能拡張を設

計検討した。この検討により、幾何学的な大きさで具体的な機能や対象物に大きな制限があった全自動レ

ーザー除染機の機能拡張が可能であることが明確になった。 
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図、全自動レーザー除染装置の機能適用範囲の拡張説明。

 

1D12 2017年秋の大会

 2017年 日本原子力学会 - 1D12 -


